日本図書館情報学会　実態調査グループ公共図書館班「公共図書館職員の知識・技能に関する調査」

（2004年9月1日時点）


「図書館情報学教育（司書養成）の在り方の検討に向けた公共図書館職員の知識・技術に関する調査」

Ⅰ　あなたご自身のことについてお尋ねします（2004年9月1日時点）。次の (1)～(12) について、該当する番号に○をつけてください。「その他」の場合は（　　　）に具体的にご記入ください。

(1) 性別
1. 男
2. 女

(2) 年齢
1.  ～20歳
2. 21～30歳
3. 31～40歳
4. 41～50歳
5. 51～60歳
6. 61歳～

(3) 勤務先
1. 都道府県立
2. 政令指定都市立
3. 市立
4. 町村立
5. 特別区
6. その他（　　　　）

(4) 勤務形態
1. 正規職員（図書館専任）
2. 正規職員（他施設・教育委員会等との兼任）


3. 非正規職員(非常勤・臨時・嘱託・長期アルバイト等)
4. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(5) 職位
1. 図書館長（分館長を含む）
2. それ以外

(6) 図書館職員としての通算勤務年数（他地方公共団体を含む）


1. ～3年
2. 4～9年
3. 10～19年
4. 20～29年
5. 30年～

(7) 地方公共団体における図書館以外の勤務歴
1. あり［→ (8) へ］
2. なし［→ (10) へ］

(8) 地方公共団体における図書館以外の職場の通算勤務年数


1. ～3年
2. 4～9年
3. 10～19年
4. 20～29年
5. 30年～

(9) 経験したことがある図書館以外の地方公共団体内の部局（複数回答可）


1. 教育委員会事務局
2. 公民館等の社会教育施設
3. 公立学校
4. 首長部局
5. その他（　　　　　　　）

(10) 司書資格の有無
1. あり［→ (11) へ］
2. なし［→ Ⅱへ］

(11) 司書資格の取得方法


1. 四年制大学（図書館情報学専攻）
2. 四年制大学（司書課程）
3. 短期大学（司書課程）


4. 図書館短大（別科を含む）
5. 司書講習
6. 通信教育
7. その他（　　　　　　　　　　　　　　）

(12) 司書資格の取得時期


1. 地方公共団体への勤務前
2. 地方公共団体に勤務後（図書館への配属前）
3. 図書館に勤務・配属後

Ⅱ　次のア～メのそれぞれについて、[Ａ欄][Ｂ欄]に以下の通りご回答ください。「その他」の場合は、（　　　）に具体的にご記入ください。

[Ａ欄]
現在の公共図書館職員に必要な知識・技術として、「特に重要だ」と思われるならば4、「重要だ」と思われるならば3、「あまり重要でない」と思われるならば2、「重要ではない」と思われるならば1に○をつけてください。

[Ｂ欄]
[Ａ欄]で4または3に○を付した項目について、「主に図書館情報学教育（司書養成を含む）において養成すべきだ」と思われるものは7、「主に実務（図書館に勤務・配属後）で習得すべきだ」と思われるものは8のいずれかに○をつけてください。

(図書館運営に直接、関わる知識・技術)    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［Ａ欄］　　　　　　［Ｂ欄］

　　　　　　　　　　　　　




　　　　  ←特に重要　 重要でない→  　 教育で　実務で
ア　資料組織(目録・分類)





［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

イ　レファレンスサービス





［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ウ　資料選択・蔵書構築






［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

エ　図書館資料（図書・雑誌・視聴覚資料など）



［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

オ　図書館協力・ネットワーク（相互貸借など）



［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]



(図書館運営に直接、関わる知識・技術（つづき）)    　　　　　　　　　　　　　　 ［Ａ欄］　　　　　　［Ｂ欄］

　　　　　　　　　　　　　




　　　　  ←特に重要　 重要でない→  　 教育で　実務で
カ　貸出サービス






［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

キ　情報検索（オンライン・オフライン）




［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]
ク　図書館の自由






［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ケ　児童サービス






［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

コ　障害者サービス






［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

サ　多文化サービス






［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

シ　図書館関係法規・基準





［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ス　図書館史







［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

セ　図書館の機械化






［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ソ　電子情報の組織化・提供（資料の電子化・リンク集作成・eレファレンスなど）
［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

タ　集会活動







［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

チ　その他(





　
　　)
［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

(図書館運営において背景となる知識・技術)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［Ａ欄］　　　　　　［Ｂ欄］

　　　　　　　　　　　　　




　　　　  ←特に重要　 重要でない→  　 教育で　実務で
ツ　コンピュータ・インターネットの利用（操作・管理）


［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

テ　地方公共団体の行財政





［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ト　著作権（知的財産権）





［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ナ　社会教育・生涯学習






［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ニ　情報公開







［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ヌ　個人情報保護（プライバシー）




［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ネ　書誌学







［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ノ　出版流通







［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ハ　接遇







［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ヒ　経営管理（人事・組織・財務など）




［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

フ　社会調査・統計学






［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ヘ　その他(






　　)
［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

(図書館運営において必要な基礎教養的な知識)　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［Ａ欄］　　　　　　［Ｂ欄］

　　　　　　　　　　　　　




　　　　  ←特に重要　 重要でない→  　 教育で　実務で
ホ　人文科学分野の主題知識





［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

マ　社会科学分野の主題知識





［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ミ　自然科学分野の主題知識





［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

ム　その他（






　　）
［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ]

(その他、必要な知識・技術)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［Ａ欄］　　　　　［Ｂ欄］

メ　その他（






　　）
［ 4　　3　　2　　1 ］　　[ 7　　8 ] 

Ⅲ　現在の図書館情報学教育（司書養成を含む）に関して、お気づきの点、お考えの点がありましたら、ご自由にお書きください。

以上です。ご協力ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　都道府県コード　　　　　　　　　　　　　　　



　裏面へお進みください　











